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障害児学校の「設置基準」策定を求める署名取り組みについて 

 みなさん、全道各地での取り組み、ありがとうござい

ます。道教組ではこれまで４７１筆の署名を全教本部を通

じて国会へ送ることができました。（全国では 57,981 筆）

道教組を経由せず、直接全教に送られた方もいると聞いて

います。この設置基準策定を求める取り組みは、全教障教

部での最重点の取

り組みとなってい

ます。先日の国会で

は閉会したため、誓

願はされなかったのですが、今後も粘り強く次期国会に向けて

取り組んでいくものです。また次の集約まで、各単組障教部で

の取り組みの継続をお願いします。（写真は、５／１８に高教組

障害児学校部との合同会議の後、合同で札幌大通りにて街頭署

名を行ったものです。会議の合間だったため、２０分ほどでし

たが、５０筆ほど集めることができました。） 

全教障害児教育部総会に参加して 

                       障教部常任委員 中川雅人

 去る４月２０日、２１日と東京・全国教育文化会館（全教本部のビル）で行われました。初め

ての参加でしたが、ちょうど同じ飛行機で高教組：三田村障害児学校部長と同じになり、迷わず出

席することができました。 

会議では、今号のトップ記事にもある「設置基準を求める署名」への取り組みが一番の柱でした。

その他に、 

 ○憲法をめぐる取り組み（９６条は、国民が国や公務員に憲法を守らせる憲法）について、 

 ○埼玉の学習交流集会の報告：1,500 名の参加、若者の参加も多く、元気に成功できた。 

 ○山口の（今年の）学習交流集会：山口と山口高で協力して準備している。本州の一番端ですけ

  どぜひ来て。 

 ○福島から、依然続く不安。雪解けと共に上がる放射線量。毎日給食の放射線量を計測。 

 ○神奈川から、新設校に図書室がなかった。（県の）担当者の認識がなかった。 

  等々、多くの取り組みが報告されました。次は組織拡大について２つの発言です。中川しては、

  印象的な発言でした。 

 ☆埼玉：対話することが大事。声を掛けることが大事。 

 ☆滋賀：先輩教員は青年の側にいるだけでよい、聞かれたら答える、寄り添うだけでよい。 

  私は、特に滋賀の常任の先生の言葉が、「それでいいんだ・いや、いいのか？」と、ぐるぐる

  頭をめぐっています。 

最後に、大阪教組の大島副部長のまとめです 

 ・合理的配慮は、各校の工夫でといわれるが、教育委員会、行政の役割は？ 

 ・（設置基準について）これまでないがしろにしてきた行政の態度の問題。 

 ・視覚的配慮、ユニバーサルデザイン等の手法だけでは個々に合わせた教育はできない。 

 ・モデルが見えにくい今、我々ベテランができることは。保護者の気持ちに寄り添い切れている

  か。福祉と病院をつなぐことも大事な専門性。ベテランが輝く姿を見せることが大事。 
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全石狩札幌の障害児を取り巻く課題 

              全石狩札幌教職員組合 中川雅人 

 全石狩札幌は、道立学校部という組織があり、そこに拓北養護学校、白樺高等養護学校、星置養護

学校に勤めている 7名で構成されています。ですが、組織としての活動はできていないのが現状です。

（全教石狩）合同の会議へ行ける方が参加して、小中学校の先生方と情報の共有、意見交換をするこ

とを行っています。 

 取り組みは少ないのですが、抱える課題は大きいです。例えば、 

①過密、狭隘化：高等養護学校は増えたけど、義務（小中）併設（高）は変わらず。 

②分教室：星置養護紅葉山校舎（分教室）、管理職がいなくなる。（分校じゃないので）教員が少なく、  

 養教、介護員、事務は臨時のみ。 

③スクールバス：介護員が臨時、又はバス会社になる？臨時の介護員さんはシニアの方で、子どもに 

 対応できない。スクールバスの中に学校職員がいなくていいの？（昨年札養の１台は職員が乗らず、 

 バス会社の添乗員のみの時があった？。実習助手、介護員の新規の正採用がないため、今後は民間 

 委託を考えているのか？４月の全国総会で、他府県で学校職員が乗らないスクールバスが報告され 

 ている。やはり、引き継ぎ不足や臨時職員が対応できずトラブルが出ているもよう） 

他にもまだまだありますが、地の利を生かして、フォーラムや総会に参加して、多くのみなさんと課

題整理して、取り組みのヒントを得ることができればと思っています。 

 

2013 年度障害児フォーラムについて 

(沢山の方に呼びかけてください!!) 

道教組障教部部長 渡邊 悌 

毎年２月の第２土日に高教組障害児学校部などの関係機関と実行委員会を作り、障害児フォーラ

ムを開催しています。道教組障教部が高教組お任せ状態から抜け出し、積極的に運営に関わり始めた

のは、２年前のことです。昨年からは、総会の日程もフォーラムの次の日に変更し、組合員が参加し

やすい環境にしてきました。 

ただ、昨年の参加総数は 47 人で、道教組からは 10 名前後の参加に終わり、広がりが見られない

状況です。組合員減少や特別支援教育の中で「スキル教育」「しつけ教育」が進む中、「子どもの気持

ちにより添った教育実践」を現場で進めていく上では、「このままではいけない」と危機意識を持ち、

今年度は一般市民を含めた 300 名規模のフォーラムにしようと意気込み、計画を進めています。人を

集めるためには、「魅力的な講師が大切」ということで、今年は、大阪大学大学院 人間科学研究科教

授の小野田正利先生に「親の理不尽要求」について講演をしていただくことになりました。問題は、

予算確保です。300 人集めないと、大赤字。「教育現場を変えていく」と「赤字を出さない運営」の

ためにも、多くの参加者を集めていただきたいと思います。詳細は後日お知らせします。 

今年度は 2014 年 2 月 8日(土)に行います。今から予定を明けておいてください。次の日は総会で

す。 
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 道教組障教部年間計画予定 

5/ 18 道高教組との第 1 回合同常任委員会と道教組第 1 回常任委員会 

7/6 道高教組との第 2 回合同常任委員会と道教組第 2 回常任委員会 

1 学期中 通信「ネットワーク」発行 

8/ 3～4 寄宿舎学習交流集会 京都（竹内） 

8/16～18 教育の集い 

9/14～15 全国障害児学級担当者会議（田代） 

11/2～3 合同教研 

11/ 3 障教部全国代表者会議（渡邊） 

1/11～13 全国障害児学級・学校学習交流集会 IN 山口 

2/8 障害児フォーラム 

2/9 道教組障教部総会 

 

 今年度の学習交流集会は「やまぐち」です。山口のみなさんが成功させようと、 

すでに何度も会議をもって検討されています。できるだけ多くの参加者を募ります。 

関心のある方は、各単組の障教部窓口を通じて、連絡をください。 
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○次の「教組共闘連絡会ニュース」で、設置基準策定について詳しく説明されてい  

 ます。ご覧になっていない方は、ご一読ください。 

 


